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八重山農林水産振興センター
農業改良普及課

沖縄県石垣市真栄里438-1
℡ 0980-82-3497 Fax 82-4142

与那国駐在
℡ 080-8579-7516

普及だより 令和５年６月12日(月) (１)

日頃より、農業改良普及事業へのご理解とご協力に感謝申し上げます。
さて、農業を取り巻く環境は、農業者の高齢化、後継者・担い手の減少、度重なる台風等の気象災
害、生産資材等の高騰などによる生産コストの増大など、大変厳しい状況となっています。 さらに脱炭素
社会の実現など新たな課題への対応も必要となっています。このような中、沖縄県では、「新・沖縄21世
紀ビジョン基本計画」を踏まえた「新・沖縄21世紀農林水産業振興計画（令和４年12月）～まーさ
ん・ぬちぐすいプラン～」を策定し、農林水産業のさらなる振興対策に取り組むこととしています。
八重山地域の農林水産業においては、これらの県全体の計画を踏まえながら、日本最南端の優れた自
然や伝統文化が息づく魅力ある地域特性を生かし、生産基盤の整備や拠点産地の形成、活力ある経営
体の育成などの各種施策を推進していきます。 農業改良普及課においては、上記の施策を踏まえ、①担
い手育成・確保と経営力の強化、②おきなわブランドの産地育成、③環境に配慮した持続可能な農業生
産、④魅力と活力ある農村の振興の４つの基本課題を設定し普及活動を展開してまいります。
これらの課題解決のため、生産農家をはじめ、市町村、ＪＡなどの関係機関・団体と密接に連携・協力
しながら、取り組んでまいりますので、今年度もよろしくお願いいたします。

（八重山農林水産振興センター農業改良普及課 課長 真喜志修）

今年度の活動方針（八重山地域の農業振興と普及指導活動方針）

大嶺氏（石垣市）は徹底した雑草対策と肥培管理を行っています。今回出品されたのは、Ni22の夏植え
で甘蔗糖重量1,742kg/10a、甘蔗重量12,180kg/10a、甘蔗糖度14.3度であり、【奨励農家】沖縄
県糖業振興協会理事長賞を受賞しました。
伊志嶺氏（石垣市）は植え替え用の苗作りを行うなど栽培計画を立て、機械化の推進による適期の肥培
管理を行っています。今期の収穫面積は約９㏊で624,885kg、平均甘蔗糖度13.1度の成績を収め多量
生産の部（農家の部）で県１位に輝きました。
松竹氏（石垣市）は令和３/４年期に「10年株で単収10ｔ」の目標を達成し、その後も向上心をもって
真摯にさとうきび栽培に向き合っています。この他長年に渡り地域農業振興に大きく貢献したことが認められ、
【特別優良事例の部】沖縄県糖業振興協会理事長賞を受賞しました。 （担当：豊崎）

令和４/５年期沖縄県さとうきび競作会、３名が受賞

【奨励農家】
沖縄県糖業振興協会理事長賞
大嶺 ふじ子氏（前列右から３番目）

多量生産の部（農家の部）県１位
伊志嶺 敏彦氏（前列左から３番目）

【特別優良事例の部】
沖縄県糖業振興協会理事長賞
松竹 哲男氏（後列右から３番目）
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既に消費税課税事業者である場合は基本的にインボイス発行事業者の登録を検討しましょう。
免税事業者の場合はフローを参考にして登楼するか検討しましょう。

※食肉市場は卸売市場特例が適用されます。

消費者はインボイスを求めませんの
で登録は必須ではありません

出荷先が
消費者（直販）のみ

耕種農家である

「農協特例」や「卸売市場特例」があり
ますので登録は必須ではありません

出荷先が卸売市場や
JA共同販売のみ

インボイスの発行を求められる可能性
があります。取引先に確認しましょう。

出荷先がスーパー等
一般課税事業者の場合

セリ単価に影響する可能性があります。
登録を検討しましょう。

肉用牛繁殖農家である

さとうきび農家の皆様へ ～かん水をしましょう～
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沖縄地方は５月18日に梅雨入りしたと見られていますが、八重山地域における５月の雨量は平年を大きく
下回っています。６月上旬の天気予報でも、まとまった雨が期待されておらず、今年は空梅雨になるかもしれませ
ん。また、去った台風２号の影響により、特に沿岸地域では潮風による葉の枯れ上がり被害が発生する恐れがあ
ります。
雨のない状態が約１週間続くと、見た目で葉のロール現象等の干ばつ被害が確認されなくても、茎の伸びは

衰えています。そのため、今年は梅雨明けを待たず、早めのかん水を行い単収UPを目指しましょう。
なお除塩を目的としては、スプリンクラーによる10mm以上の散水で塩分を80％以上除去できることが確認さ

れています。

①６月は春植え・株出しの最高伸長期
②灌水により、高い伸びを持続させることができる。
③梅雨明け約１週間後から茎の１日当たりの伸びは急速に低下。

図１．灌水区と無灌水区の茎の１日あたりの伸びの違い（H27県農研センター）

kg/10a

776

995

600

700

800

900

1000

1100

無かん水区 かん水区

約1.3倍

図２．かん水による増収効果
（株出し、H28県農研センター）

（担当：豊崎）

（担当：前田）
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土壌検診週間のお知らせ

新規就農者のみなさまへ新規就農者のみなさまへ

「八重山地区農でグッジョブ推進会議（事務局：農業改良普及課）」では、新規就農者への支援として毎年
新規就農講座を開催しています。本年度は7月から受講生を募集し、８月から全５回の講座を開催します。
現在、講座内容を調整中です。興味のある方は農業改良普及課（担当：平松）までお問い合わせ下さい。

昨年度（令和４年度）の講座の様子 内容

第１回

①新規就農者向け補助事業及び制度資金等支援策紹介

②農業委員会の役割について

③農業共済事業について

第２回

①農業に役立つ防災気象情報

②沖縄の土壌の特徴と土づくり

③病害虫の総合的防除

第３回 農業機械の適正利用

第４回
①農業経営の基礎知識

②ＧＡＰについて

第５回
現地研修（果樹・野菜生産農家）

○先輩農業者の取組について学ぶ

座談会

・講座の振り返って

・農業士会・農業青年クラブの紹介

修了証書授与

（出席率８０％以上達成者）

閉講式

昨年度（令和４年度）新規就農講座カリキュラム

（担当：平松）

土壌検診週間のお知らせ
７月３日～14日に土壌検診を実施します。土壌サンプ
ルについては、各自で採取し受付票をご記入の上、
受付機関（JA、各製糖工場、普及課）へ提出下さい。

提出〆切：６月22日（木）
－品目ごとの分析項目－

※パインアップルの（ ）はＧＡＰ認証、申請予定ほ場のみ

「肥料高騰対策事業申請」のための分
析は、１人につき２点までとし、pHとEC
のみの分析を予定しています。

（担当：内嶺、舞木）

表土を2～3cm除き深さ20～
30cm厚み2cm程度の土を採取

＜畑・水田等の場合＞
１圃場につき対角線上の
５地点から土壌を採取し、
混合したものを１サンプ
ルとする。※部分的な生
育不良があるなど、分け
て調べたい場合は別サ
ンプルにする
＜果樹園の場合＞
標準的な３～５本の樹の
幹から２ｍ外側または枝
先から30cm内側の土壌
を５カ所/樹採取し、混合
して１サンプルとする

石や植物を取り除いて、

乾燥させ、かなづちや瓶で砕
き、ザルやふるいで振るう。

石灰 苦土 カリ
さとうきび 〇 〇 〇 〇
牧草 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
水稲 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
かんしょ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
花き 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
露地野菜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
施設野菜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
パインアップル 〇 〇 〇 （〇）（〇）（〇） 〇
施設果樹 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鉄 腐植品目 pH EC リン酸
塩基

ケイ酸

１ほ場あ
たり３～５
箇所土を
採取して
混合する
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【八重山農業士会】
会 長 伊盛 米俊 （石垣市）
副会長 眞榮城 美保子（石垣市）
副会長 杉本 繁文 （与那国町）
書記会計 平井 伯享 （西表島）

【八重山地区農業機械士協議会】
会 長 當銘 幸洋 （石垣市）
副会長 高嶺 英康 （石垣市）

【八重山地区農業青年クラブ】
会 長 大浜 一将 （西表島）
副会長 宮良 貴秋 （黒島）
書記会計 東内原 航太 （石垣島）

【与那国町農業青年クラブ】
会 長 蔵盛 泰裕
副会長 杉本 茂之
〃 本田 哲也

書 記 上間 睦太
会 計 前中 佳澄

【黒島農業青年クラブ】
会 長 宮良 貴秋
副会長 島仲 大輔
会 計 比屋定 拓也

【石垣島ファーマーズクラブ】
会 長 東内原 航太
副会長 土橋 玄
書記会計 仲里 憲治

【西表島農業青年クラブ】
会 長 大浜 一将
副会長 野原 友広
書記会計 平井 伯享

新 役 員 紹 介

令和5年度 八重山地区農業青年クラブ定期総会

●普及企画班長
儀武 香代子

●農業技術班長
田部井 大介

◆地域調整
環境保全型農業
儀武 香代子

◆担い手（新規就農）
平松 紀士

◆担い手（青年）
大前 加陽子

◆担い手（農業士）
舞木 紀玲

◆農業経営
前田 藍

◆農産物活用・GAP
恩田 結

八重山農林水産振興センター
農業改良普及課体制（令和５年度）

課長 真喜志 修

◆作物・鳥獣害
スマート農業
田部井 大介

◆工芸作物
豊崎 孟哉

◆野菜
山口 綾子

◆果樹
中村 翼

◆花き・水稲
内嶺 景太

◆畜産
西平守司 友利 仁志（宮古農林水産振興センターへ）

東江 広明（南部農業改良普及センターへ）
長坂 龍志郎（本庁農林水産部畜産課へ）

前任者
異動先新採用

※赤字は
R5異動者

●与那国駐在 金城 幸作

普 及 課 異 動 者 あ い さ つ

No 
photo

No 
photo

No 
photo

～4月から新しいメンバーが加わりました！～

新採用職員として、農業改良普及課
の畜産担当になりました、西平 守司
（にしひら もりじ）と申します。八重
山の畜産振興に貢献できるよう精一杯
頑張ります。よろしくお願い致します。

営農支援課から異動してきました、
真喜志 修（まきし おさむ）と申し
ます。八重山の農業振興に精一杯取り
組んでいきますので、よろしくお願いいた
します。

北部農業改良普及課から赴任しました
儀武 香代子（ぎぶ かよこ）とい
います。地域調整を担当しています。宜
しくお願いします。

令和5年度 黒島農業青年クラブ定期総会


